
＜生徒・保護者にとって＞ ＜学校・教職員にとって＞

 生徒（部員）数の減少

 ニーズの多様化

 過熱化

 指導者が専門外

 指導者の転勤

 活動量の減少（ガイドラインの制約）

 教職員数の減少（複数顧問の配置困難）

 部活動数と顧問数のアンバランス

 競技経験のない教師が指導せざるを得ない

 働き方改革

（休日を含めた指導大会引率、大会運営）

 自己実現の場の縮小

＜文化･芸術、スポーツ活動全般の内容＞ ＜学校の部活動に特化した内容＞

 人間形成（責任感・連帯感・自主性）

 望ましい人間関係の構築

 自己実現の支援（自己肯定感の向上）

 体力の向上や健康の増進

 豊かなスポーツライフ

 学校教育と連動（一体感・愛校心）

 多様な生徒の活躍の場（意欲向上）

 安価・機会平等

 問題行動の抑制

 文化芸術、スポーツの裾野拡大

（１） 部活動の意義（メリット）

（２） 部活動の現状・課題
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